
　「
等
伯
を
書
く
ま
で
」
と
題
し
直

木
賞
作
家
の
安
部
龍
太
郎
さ
ん
の
講

演
会
が
11
月
24
日
㈰
お
り
な
す
八
女

で
開
か
れ
ま
し
た
。
安
部
さ
ん
は
黒

木
町
出
身
。
数
々
の
歴
史
小
説
を
手

が
け
、「
等
伯
」
で
２
０
１
３
年
第
１

４
８
回
直
木
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
等
伯
は
自
分
の
経
験
を
元
に
書

い
て
い
る
の
で
、
非
常
に
重
な
る
所
が

あ
る
」
と
安
部
さ
ん
。
本
格
的
に
小

説
を
書
く
た
め
に
仕
事
を
辞
め
、
４

年
間
収
入
が
な
か
っ
た
苦
し
い
時
代

や
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
書
け
な
く
な
っ

た
時
の
体
験
談
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
語
り
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

８
０
０
人
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。「
い
つ
か
は
故
郷
の
南
北
朝

時
代
を
題
材
と
し
た
小
説
を
書
き
た

い
」
と
の
安
部
さ
ん
に
、
大
き
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
会
終

了
後
は
本
の
販
売
と
サ
イ
ン
会
が
開

か
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
並
び
安
部

さ
ん
と
握
手
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
り
な
す
八
女
音
楽
塾
室
内
合

奏
団
が
12
月
３
日
㈫
、
黒
木
小
学
校

と
川
崎
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

川
崎
小
学
校
（
樋
口
佳
司
校
長
）
で

は
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
72
人
が

本
物
の
演
奏
に
触
れ
ま
し
た
。

　
合
奏
団
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
女
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
音
楽
祭
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
顧
問
で
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
タ
・

バ
ー
バ
ラ
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
音

楽
監
督
兼
常
任
指
揮
で
ヴ
ィ
オ
ラ
奏

者
の
大
山
平
一
郎
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
大
山
佳
織
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の

重
松
恵
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
副
島
響

子
さ
ん
の
４
人
。
子
ど
も
た
ち
に
分

か
り
や
す
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の

特
徴
や
演
奏
す
る
曲
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
親

し
み
や
す
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
八
女
茶
山
唄
な
ど
を
演
奏

し
ま
し
た
。
最
後
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
を
演
奏
。
児
童
の

一
人
は
「
迫
力
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
で
11
月
16
日
㈯
～

17
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
第
25
回

「
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」

全
国
大
会（
環
境
省
等
主
催
）で
、

八
女
市
星
の
文
化
館
が
環
境
大

臣
賞
（
団
体
部
門
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
大
会
は
大
気
環
境
保
全

と
地
域
お
こ
し
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
館
が
国
内
天
文

台
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
公

開
時
間
・
日
数
で
観
望
会
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
や
、
星
空
案
内
人

資
格
認
定
制
度
・
星
野
村
星
の
ソ

ム
リ
エ
講
座
や
天
文
講
演
会
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
で
し
た
。

　
同
館
は
旧
星
野
村
で
平
成
３
年

開
館
。
以
来
、「
本
物
の
星
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
思
い
で
、
日
本
で
一
番

長
い
時
間
公
開
し
て
い
ま
す
。
口

径
65
㌢
の
望
遠
鏡
で
は
夜
だ
け
で

は
な
く
日
中
も
星
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
、
毎
日
放
映
さ
れ
る
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
星
に
関
す
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
阪
田
智
紀
館
長
は
「
季
節
ご
と

に
い
ろ
ん
な
星
が
観
察
で
き
ま
す
。

一人
で
も
多
く
の
人
に
本
物
の
星
の

感
動
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
大
気
汚
染
の
影
響
で
星
空
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
星
を
通
し
て
様
々

な
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「八女市星の文化館」が環境大臣賞

本
物
の
音
に
触
れ
る

安
部
龍
太
郎
さ
ん
「
等
伯
」
を
語
る

【
星
の
文
化
館
☎
５
２・３
０
０
０
】

★
開
館 

10
時
30
分
～
22
時
（
最
終

入
館
21
時
30
分
）
※
火
曜
休
館

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
星
の
観
測
時

間
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
入
館
料 

大
人
５
０
０
円
、
小
学

生
３
０
０
円
、
幼
児
１
０
０
円

星の感動を伝える阪田館長（左）と天文スタッフの妹川さん

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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2　2014.1.15　広報やめ

2月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

生活習慣病の中でも、特に最近増えてきている糖
尿病について学びを深めます。健診の結果、血
糖値が「高め」と指摘された人、またはすでに糖
尿病治療中の人、この機会にぜひご参加ください。
◦対象者＝20 ～ 64歳の人で血糖値が高めの
人、糖尿病が気になる人、糖尿病治療中の人
◦日程＝2月6日㈭10時～ 13時（受付・健康
チェック9時30分～）
◦会場＝おりなす八女研修棟１階
◦定員＝20人（先着順）
◦参加費＝300円（調理材料代）
◦持ってくるもの＝今年度受けた健診結果または
血液検査結果、エプロン、三角きん、筆記用具
◦内容＝血圧測定など健康チェック、健診結果
の見方、食生活について、調理実習、相談
◦申込期間＝1月15日㈬～ 30日㈭
◦申込・問い合わせ＝健康推進課保健指導係

（☎２３・１３５２）
※申し込みされた人には、後日くわしい内
容のお手紙を差し上げます。

※この教室は２月で最後となります。

生活習慣病予防教室

【材料】（4 人分）　
◦ダイコン�200g
◦ニンジン�80g
◦ゴボウ�60g
◦シメジ�100ｇ
◦キャベツ�80ｇ
◦ベーコン�50ｇ
◦ニンニク�１かけ
◦オリーブオイル�小さじ2
◦だし汁（昆布）�400cc
◦トマト缶�120g
◦ローリエ�1枚
◦塩�小さじ2/5
◦コショウ�少々
※お好みで
◦パルメザンチーズ
◦パセリ

【作り方】
①ベーコンは１cm幅、野菜は１cm角、ニンニクは
みじん切りにする。シメジは石づきを取ってほぐし
ておく。
②鍋にオリーブオイルとニンニクを入れて熱し、
香りが出たところで、ベーコン、ダイコン、ゴボウ、
ニンジンを加えてよく炒める。炒まったら、キャベ
ツ、シメジも加えてさらに
炒める。
③②にAを加えて、沸騰し
たら弱火にして約15分煮
る。味をみて、塩、こしょ
うで味を調える。
④器に盛って、好みでパル
メザンチーズ（粉チーズ）、
刻んだパセリ（またはドラ
イパセリ）を振る。

八

女は
おいし

い

～ ふるさとの恵み ～

昆布のだしで作るミネ
ストローネ。根菜類が
たくさん入ったスープ
です。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
ビタミンＣ
食物繊維
食塩相当量

114Kcal
3.7g
7.3g

10.3g
464mg
38mg
28mg
0.6mg
24mg

3.9g
1.0g

1人分あたりの栄養価

根菜たっぷり
和風ミネストローネ

がん患者や家族が集まって情報交換や
悩みなどを語り合う交流会やミニ講演
会を行っています。
◦日時＝2月22日㈯14時～ 16時
◦場所＝おりなす八女交流室Ａ
◦参加対象者＝がん患者およびその家族
◦参加費＝無料（事前申込不要）
◦問い合わせ＝公立八女総合病院医療
連携室（☎２３・４１３１）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節

で
す
。
日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
方
法

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

1
栄
養
と
休
養
を
十
分
と
る

2
人
ご
み
を
避
け
る

3
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ
（
ウ
イ

ル
ス
は
低
温
・
低
湿
を
好
み
、
乾
燥
し

て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
長
時
間
空
気
中

を
漂
い
ま
す
）

4
外
出
後
は
、
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が

い
の
励
行

5
飛
沫
感
染
対
策
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

と
し
て
マ
ス
ク
を
着
用

市
で
は
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
の
受

診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
国
保
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い

人
で
も
、
職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で
特
定
健

診
と
同
様
の
検
査
項
目
を
受
診
し
た
場
合

は
、
そ
の
結
果
を
健
康
推
進
課
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
く
と
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
40
歳
～
74
歳
の
八
女
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
な
い
人
で
職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で
特

定
健
診
と
同
様
の
検
査
項
目
を
受
診
し
た
人

▼
持
参
す
る
も
の
＝
平
成
25
年
度
の
血
液

等
検
査
結
果
・
特
定
健
診
受
診
券
（
お
持

ち
の
人
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

今年度の健診結果をお持ちください

「
が
ん
サ
ロ
ン
ち
っ
ご
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
に
つ
い
て

Ⓐ



広報やめ　2014.1.153

保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳や健
診・血液検査の結果をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝2月3日㈪ 9時30時～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝2月4日㈫ 13時30分～ 15時 ／ 
立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝2月5日㈬ 14時～ 15時 ／ 
上陽保健センター
◦日時＝2月13日㈭ 14時～ 15時 ／
星野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝2月26日㈬ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝2月27日㈭ 10時30分～ 11時30
分 ／ 矢部基幹集落センター

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝
2月4日㈫＝10か月児（平成25年4月生）
2月19日㈬＝4か月児（平成25年10月生）
2月25日㈫＝1歳6か月児（平成24年8月生）
2月27日㈭＝3歳児（平成23年2月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

◦日にち＝2月18日㈫　
◦対象＝4か月児（平成25年9月～ 10月
生）／ 10か月児（平成25年3月～ 4月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

離乳食初期の5 ～ 6か月児のお話と調
理。託児有り。参加する人は事前に健
康推進課までお申し込みください。
♥日時　2月20日㈭ 10時～ 13時
※受付9時30分～　
♥会場　おりなす八女研修棟
♥持参品　エプロン、三角きん、手ふ
きタオル、筆記用具
♥材料費　300円　♥定員　先着15人

子育てのことで、少しでも心配なことが
あったらお気軽にご相談ください。身長・
体重測定もできます。母子健康手帳を
お持ちください。※相談日以外でも、窓
口や電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談

に応じています。福祉課福祉総務係（☎
24・8030）
◦日時＝2月7日㈮ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝2月10日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝2月13日㈭ 14時～ 15時 ／ 星
野総合保健福祉センター「そよかぜ」

心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のあ
る人です。心配なことがあればお気軽に
ご相談ください。※予約制
♥日時　2月13日㈭・27日㈭ 9時～ 16時
♥会場　八女市保健センター

子育て世代の皆さんを対象に食に関す
る講話と調理実習を行います。託児有り。
※要予約
♥日時　2月26日㈬ 10時～ 13時
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　先着20人

心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　2月19日㈬
♥時間　13時30分～ 15時30分受付
♥会場　おりなす八女研修棟2階第5研
修室

心理士によるこころの相談

乳幼児心理相談

２
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
講
座

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

フレッシュ食育講座

♪ベビーズクッキング

特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 コ ラ ム

痛風でおなじみの「尿酸値」。「プリン体」という食べ物に
含まれる旨味成分が、体内で消化される過程で発生するの
が「尿酸」です。そのために食べ物を食べると、血液中に
は必ず「尿酸」が発生します。
◦正常値　6.9mg/dl以下
◦どうして数値が高くなるの？
①食生活の乱れ（暴飲暴食）　②プリン体の多い食品をよく
取っている（例：臓物系、干物・乾物、ダシになるもの、ビ
ール酵母、クロレラ、麺料理のスープ※プリン体はとても水
に溶けやすいので、ダシを取ったスープにも多い）　③標準
体重を上回る肥満体形　④過度な運動（無酸素運動）　⑤
慢性的なストレス　⑥アルコールの過剰摂取　⑦高血圧や
糖尿病を患っている
◦どうして数値が高いといけないの？
普段は溶けて血管を流れていますが、血液中の尿酸量が

「7.0mg/dl」を超えると、尿酸は血液に溶けきれなくなり、
針のような鋭い形の結晶になります。結晶になった尿酸は血
管を内側から傷つけながら流れていきます。しかし、血管は
痛みを感じないし、傷ついていることは目に見えません。そ

のため、長く尿酸を結晶化したまま血管内を流し続けると、
血管は内側からもろくボロボロになっていきます。ゆっくり
と血管を傷つけていけば、いずれ「血管、血液の病気」で
ある生活習慣病になるリスクが高くなります。体を傷つけら
れれば私たちの体は「免疫」が働き、血管の内側に刺さっ
ている尿酸の結晶を白血球が攻撃します。こうして血管に
炎症が起き鋭い痛みが発生するのが「痛風」です。
ただし、痛風の症状が出るのは炎症の程度や、もともとの
血管の強さとも関係がありますので、7.0mg/dlを超えた瞬
間に痛みが出る人もいれば10.0mg/dlなど、とても数値が高
くても痛みはないという人もいます。ただ、症状が出ていな
くても血管が徐々に傷ついていることは忘れてはいけない大
切なことです。
◦八女市ではどれくらいの人が該当してるの？
八女市では平成24年度に特定健診を受けた人の内、7 ～ 8
％の人が尿酸値が7.0mg/dl以上でした。くわしい対処法は
個人差がありますので、特定保健指導や健康相談でご相談
ください。電話でも対応しています。
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎２３・１３５２）

健診でこの値高くなかった？－「尿酸値」



4　2014.1.15　広報やめ

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

▽
教
科 （
国
語
、
算
数
・
数
学
）

※
問
題
Ａ
（
主
と
し
て
知
識
）、 問
題
Ｂ
（
主

と
し
て
活
用
）

▽
児
童
生
徒
の
生
活
・
学
習
状
況

▽
学
校
の
指
導
状
況

❶
学
力

【
小
学
校
】

▼
２
教
科
Ａ
・
Ｂ
共
に
全
国
・
県
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

【
中
学
校
】

▼
２
教
科
Ａ
・
Ｂ
共
に
全
国
・
県
の
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

❷
学
力
・
学
習
状
況
（
改
善
す
べ
き
課
題
）

　
小
・
中
学
生
に
共
通
し
て
い
る
課
題
は
、

知
識
（
Ａ
）
に
比
べ
て
活
用
（
Ｂ
）
の
正

答
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、
資
料

を
比
較
し
た
り
、
考
え
た
こ
と
を
筋
道
立

て
て
説
明
し
た
り
文
章
化
し
た
り
す
る
力

が
弱
い
こ
と
で
す
。

【
小
学
校
の
課
題
】

▼
国
語
Ａ
＝
文
と
文
の
つ
な
が
り
を
考
え

な
が
ら
、
接
続
語
を
使
っ
て
内
容
を
分
け

て
書
く
こ
と
。

▼
国
語
Ｂ
＝
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
必
要

な
内
容
を
適
切
に
引
用
し
て
書
い
た
り
、

複
数
の
内
容
を
関
係
づ
け
た
り
し
な
が
ら

自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
。

▼
算
数
Ｂ
＝
表
か
ら
適
切
な
数
値
を
取
り

出
し
て
、
二
つ
の
数
量
の
関
係
が
比
例
の

関
係
で
は
な
い
こ
と
を
記
述
で
き
る
こ
と
。

【
中
学
校
の
課
題
】

▼
国
語
Ａ
＝
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、
文

脈
の
中
で
適
切
に
使
う
こ
と
。

▼
国
語
Ｂ
＝
課
題
を
決
め
、
そ
れ
に
応
じ

た
情
報
の
収
集
方
法
を
考
え
る
こ
と
。

▼
数
学
Ａ
＝
数
量
の
関
係
や
法
則
な
ど
を

文
字
式
で
表
す
こ
と
。

▼
数
学
Ｂ
＝
関
数
や
確
率
の
意
味
を
理
解

す
る
こ
と
。
資
料
の
傾
向
を
的
確
に
捉
え
、

そ
の
特
徴
を
数
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
。

❸
生
活
・
学
習
状
況

【
よ
い
と
こ
ろ
】
小
・
中
学
校
共
通

▼
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
。

▼
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
。

▼
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け

な
い
。

▼
普
段
の
授
業
で
自
分
の
考
え
を
よ
く
発

表
す
る
。

【
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
】

▼
夜
11
時
以
降
に
寝
て
い
る
。

▼
平
日
２
時
間
以
上
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
す
る
。

▼
自
宅
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

▼
勉
強
が
好
き
と
い
う
中
学
生
が
か
な
り

減
少
し
た
。

▼
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
持
つ

児
童
生
徒
が
多
い
。

　
勉
強
な
ど
に
対
す
る
考
え
方
や
生
活
状

況
等
は
学
力
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
次

の
内
容
は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
ど
れ
く
ら
い

学
力
に
影
響
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
小
学
生
の
場
合
】

⃝

「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
人
」

は
、「
持
っ
て
い
な
い
人
」
よ
り
５
点
高
い
。

◦「
ゲ
ー
ム
を
ま
っ
た
く
し
な
い
人
」
は
、「
１

日
２
時
間
以
上
す
る
人
」
よ
り
６
点
高
い
。

平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
八
女
市
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
改
善
や
指
導
方
法
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
結
果
を

参
考
に
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
や
生
活
状
況
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。八

女
市
の
学
力
調
査
結
果

教育のページ

調
査
結
果
の
概
要

実
施
対
象
学
年

調
査
内
容

学
習
・
生
活
状
況
と

学
力
調
査
結
果
と
の
関
連
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◦「
読
書
が
好
き
な
人
」
は
、「
読
書
が
好

き
で
は
な
い
人
」
よ
り
10
点
高
い
。

◦「
自
分
に
は
良
い
所
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
人
」
は
、「
良
い
所
が
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
」
よ
り
11
点
高
い
。

◦「
家
庭
学
習
が
１
日
２
時
間
以
上
の
人
」

は
、「
１
日
30
分
以
下
の
人
」よ
り
11
点
高
い
。

◦「
学
校
へ
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
」
は
、「
楽
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
」

よ
り
12
点
高
い
。

◦「
計
画
を
立
て
て
家
庭
学
習
を
す
る
人
」

は
、「
計
画
を
立
て
ず
に
す
る
人
」
よ
り
13

点
高
い
。

◦「
携
帯
電
話
等
の
使
い
方
を
家
の
人
と
約

束
し
て
い
る
人
」
は
、「
使
い
方
の
約
束
を

し
て
い
な
い
人
」
よ
り
14
点
高
い
。

◦「
学
校
で
の
こ
と
を
親
に
話
す
人
」は
、「
親

に
話
さ
な
い
人
」
よ
り
16
点
高
い
。

◦「
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
人
間
に
な
ろ
う

と
思
う
人
」
は
、「
わ
か
る
人
間
に
な
ろ
う

と
思
わ
な
い
人
」
よ
り
17
点
高
い
。

◦「
学
校
の
き
ま
り
を
守
る
人
」
は
、「
き
ま

り
を
守
ら
な
い
人
」
よ
り
17
点
高
い
。

◦「
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い

け
な
い
と
思
う
人
」
は
、「
い
け
な
い
と
思

わ
な
い
人
」
よ
り
23
点
高
い
。

【
中
学
生
の
場
合
】

◦「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
人
」

は
、「
持
っ
て
い
な
い
人
」
よ
り
５
点
高
い
。

◦「
自
分
に
は
良
い
所
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
人
」
は
、「
良
い
所
が
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
」
よ
り
６
点
高
い
。

◦「
家
庭
学
習
が
１
日
２
時
間
以
上
の
人
」

は
、「
１
日
30
分
以
下
の
人
」よ
り
９
点
高
い
。

◦「
携
帯
電
話
等
の
使
い
方
を
家
の
人
と
約

束
し
て
い
る
人
」
は
、「
使
い
方
の
約
束
を

し
て
い
な
い
人
」
よ
り
９
点
高
い
。

◦「
学
校
へ
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
」
は
、「
楽
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
」

よ
り
12
点
高
い
。

◦「
学
校
で
の
こ
と
を
親
に
話
す
人
」は
、「
親

に
話
さ
な
い
人
」
よ
り
13
点
高
い
。

◦「
計
画
を
立
て
て
家
庭
学
習
を
す
る
人
」

は
、「
計
画
を
立
て
ず
に
す
る
人
」
よ
り
15

点
高
い
。

◦「
読
書
が
好
き
な
人
」
は
、「
読
書
が
好

き
で
は
な
い
人
」
よ
り
16
点
高
い
。

◦「
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い

け
な
い
と
思
う
人
」
は
、「
い
け
な
い
と
思

わ
な
い
人
」
よ
り
16
点
高
い
。

◦「
ゲ
ー
ム
を
ま
っ
た
く
し
な
い
人
」
は
、「
１

日
２
時
間
以
上
す
る
人
」
よ
り
18
点
高
い
。

◦「
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
人
間
に
な
ろ
う

と
思
う
人
」
は
、「
わ
か
る
人
間
に
な
ろ
う

と
思
わ
な
い
人
」
よ
り
20
点
高
い
。

◦「
学
校
の
き
ま
り
を
守
る
人
」
は
、「
き
ま

り
を
守
ら
な
い
人
」
よ
り
37
点
高
い
。

※
以
上
の
点
数
は
１
０
０
点
満
点
の
テ
ス

ト
に
置
き
換
え
た
と
き
の
点
数
で
す
。

【
学
校
で
の
取
り
組
み
】

▼
基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
、

意
欲
を
高
め
る
「
め
あ
て
」
や
的
確
な
「
ま

と
め
」
の
あ
る
授
業
、
言
語
活
動
（
文
章

を
書
く
、
筋
道
立
て
て
説
明
す
る
等
）
を

重
視
し
た
授
業
を
行
い
、
子
ど
も
同
士
が

共
に
学
び
合
う
授
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

▼
少
人
数
指
導
教
員
等
を
活
用
し
、
子
ど

も
一
人
一
人
の
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
の
継
続
・
充
実
に
努
め
る
。

▼
学
力
向
上
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
達
成
目
標
や

取
組
等
）
を
作
成
実
践
し
、
成
果
と
課
題

を
ま
と
め
る
。

▼
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
の
た
め
に
、
授
業
・
学
習
規
律
・
家

庭
学
習
・
基
本
的
な
生
活
習
慣
で
一
貫
性

を
持
つ
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

▼
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
学

力
の
向
上
と
生
活
面
の
向
上
を
図
る
。

【
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】

▼
学
力
調
査
結
果
を
分
析
、
考
察
し
、
小

中
学
校
に
学
力
向
上
策
を
示
す
。

▼
学
力
向
上
に
向
け
て
、
学
校
経
営
、
学

習
指
導
等
へ
の
指
導
・
支
援
に
あ
た
る
。

▼
八
女
市
独
自
に
よ
る
少
人
数
指
導
教
員
、

支
援
員
、
介
助
員
、
図
書
司
書
等
の
効
果

的
配
置
（
平
成
25
年
度
は
合
計
85
人
）
と

活
用
の
継
続
・
充
実
を
図
る
。

▼
授
業
改
善
や
生
徒
指
導
の
充
実
等
に
向

け
、小
中
連
携
の
指
導・支
援
を
推
進
す
る
。

▼
市
や
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び
教

師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
教
育
研
究
所
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

　
教
育
の
出
発
点
は
家
庭
で
す
。
家
庭
に

お
け
る
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
れ
ば
、
学
力
は
確
実
に
高
く

な
り
ま
す
。

▼
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
を
実
行
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
の
中
で
役
割
を
明
確
に
し
、
手
伝

い
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
毎
日
何
時
か
ら
何
時
ま
で
は
勉
強
す
る

等
の
家
庭
学
習
の
習
慣
を
定
着
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
問
題
（
ラ
イ

ン
や
ゲ
ー
ム
等
）
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
使

い
方
な
ど
に
関
す
る
約
束
事
を
必
ず
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
を
し
っ
か
り

守
ろ
う
。

▼
授
業
中
は
、
先
生
や
友
だ
ち
の
話
を
し
っ

か
り
聴
い
た
り
、
資
料
を
活
用
し
た
り
し

て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。
ま
た
、

自
分
の
考
え
を
筋
道
立
て
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
よ
う
。

▼
家
庭
学
習
は
決
ま
っ
た
時
間
に
計
画
的

に
行
い
、学
習
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
い
方
（
ラ
イ
ン

や
ゲ
ー
ム
の
時
間
な
ど
）
を
、
家
の
人
と

き
ち
ん
と
約
束
を
し
よ
う
。

Education News

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
へ

家
庭
へ
の
お
願
い

今
後
の
対
策

※
本
文
の
内
容
と
写
真
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
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介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆

さ
ん
が
加
入
者
と
な
っ
て
保
険
料
を

納
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
公
的
な
保
険
制
度
で

す
。
八
女
市
で
は
、
市
内
の
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
空
き
情
報

を
随
時
把
握
し
、公
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
が
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。原
則
と
し
て
、

所
在
す
る
市
町
村
の
住
民
の
み
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
他
の
市
町

村
（
八
女
市
以
外
）
の
住
民
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
空
き
状
況
を

お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
八
女

市
介
護
長
寿
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
八
女
市
お
よ
び
近
郊
の
介

護
保
険
で
利
用
で
き
る
事
業
所
の
一

覧
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
八
女
市
内
に
は
次
の
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。

♥
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護【
５

か
所
】

　

登
録
者
（
定
員
25
人
）
の
人
が
、

在
宅
で
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

通
い
、
泊
ま
り
や
訪
問
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

♥
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）【
14
か
所
】

　

認
知
症
の
人
が
少
人
数
（
定
員

９
人
）
で
共
同
生
活
し
な
が
ら
、
介

護
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

♥
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
【
１
か
所
】

　

小
規
模
（
定
員
29
人
未
満
）
な

介
護
付
き
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
介
護
や

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
係
る
注
意
喚

起
　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
、
暫

定
的
な
指
針
値
で
あ
る
日
平

均
値
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
㎥

を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合

に
、
福
岡
県
が
注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。
注
意
喚
起
の
判
断
は
、

福
岡
県
が
、
早
朝
と
午
後
の
早

い
時
間
に
行
い
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ
方
法

　

福
岡
県
が
筑
後
地
域
に
注
意

喚
起
を
行
っ
た
場
合
、
速
や
か

に
、
Ｆ
Ｍ
八
女
の
一
斉
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
時
の
行
動
の
目
安

▽
不
要
な
外
出
や
屋
外
で
の
長

時
間
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る

だ
け
減
ら
す
。

▽
換
気
や
窓
の
開
閉
を
最
小
限

に
し
、
屋
内
へ
の
外
気
の
侵
入

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
。

▽
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
、
小
さ
い
お
子
様
や

ご
高
齢
の
人
は
、
よ
り
慎
重
に

行
動
す
る
。

◉
注
意
喚
起
情
報
の
そ
の
他
の

入
手
方
法

　

福
岡
県
の
防
災
情
報
等
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
（
防
災
メ
ー

ル
ま
も
る
く
ん
）
に
登
録
い
た

だ
く
と
、
注
意
喚
起
が
行
わ
れ

た
場
合
の
み
注
意
喚
起
情
報
が

配
信
さ
れ
ま
す
。
登
録
は
、
携

帯
電
話
で
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
る
福
岡

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
八
女

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン

ク
を
は
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課

環
境
保
全
係

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

介護保険介
護
保
険
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

八女市では、これまでも３年ごとに、
高齢者福祉や介護保険事業に関

する計画を策定し、高齢者福祉サービス
の充実および適正な介護保険事業の運
営に努めてきました。今回は平成 27 年
度から 29 年度の３年間を計画期間とす
る、八女市高齢者福祉計画・第６期介
護保険事業計画の策定に伴い、その基
礎資料とするため「日常生活圏域ニーズ
調査（八女市高齢者に関するアンケート
調査）」を行うものです。
　この調査は、市内で要介護認定を受
けられ在宅での介護サービスを利用され
ている人（約 2,300 人）と要介護認定
を受けていない 65 歳以上の人から無作
為に抽出した人（約 3,000 人）に対して、
郵送により調査を行うもので、電話や自
宅を訪問して調査を行うことはありませ
ん。また、調査結果は、本市の高齢者
福祉および介護保険事業の今後の方向
性を決めるため、統計的な分析に使用す
るもので、それ以外の目的に使用するこ
とはありません。
　大変お忙しい時期とは思いますが、大
切な調査ですのでご協力いただきますよ
うお願いします。

日常生活圏域ニーズ調査
（八女市高齢者に関するアンケー
ト調査）にご協力ください

介護長寿課介護サービス係
（☎ 23・2545）

「
微
小
粒
子
状
物
質
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

ＰＭ
2.5

ＱＲコード

問介護長寿課介護サービス係
（☎ 23・2545）
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時
30
分
（
受
付
９
時
30
分
～
）　

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
岩
城
和
代
弁
護
士

◦
定
員
＝
１
６
０
人
（
先
着
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
３
）

　

八
女
市
役
所
本
庁
舎
内
に
た
ば

こ
自
動
販
売
機
の
設
置
を
希
望
す

る
個
人
・
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
１
月
20
日
㈪
～
１

月
28
日
㈫

◦
設
置
台
数
＝
１
台

◦
設
置
期
間
＝
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
５
年
間

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財
産
管

理
係
（
☎
２
３
・
１
６
３
７
）

　

い
つ
ま
で
も
家
族
み
ん
な
が
健

康
的
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
。

入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
１
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ａ

◦
内
容
＝
講
話
、
体
験
発
表

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
地
域
婦

人
会
・
野
間
口
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

７
４
５
１
・
７
８
７
０
）

　

事
業
主
を
対
象
と
し
た
研
修
会
。

参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
２
月
13
日
㈭
14
時
～
15

時
45
分
（
13
時
30
分
受
付
～
）

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
）
の
人
、
家
族
、
医
療

関
係
者
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
。

◦
日
時
＝
１
月
26
日
㈰
13
時
～
16
時

◦
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

◦
テ
ー
マ
＝
ガ
ス
の
音
対
策

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
筑
後
北
分
会
・
日

隈
さ
ん
（
☎
０
９
４
２
・
４
７
・
３

７
６
６
）

 

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

主
力
選
手
は
現
在
の
小
・
中
学
生

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望

を
持
た
せ
、
可
能
性
を
広
げ
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
日
頃
の
指
導
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
程
＝
２
月
５
日
㈬
、
▽
受
付

18
時
30
分
▽
講
話
・
実
技
19
時
～

21
時

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
演
題
＝
「
だ
れ
で
も
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
高
ま
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

◦
講
師
＝
公
益
財
団
法
人　

福
岡

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
中
山

純
治
さ
ん

◦
対
象
者
＝
地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
（
指
導
者
・
保
護
者
）
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
会
場
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
「
職
場
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
」
講
師
・
北
村
紀
代
子
さ
ん

（
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務

局
長
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
日
時
＝
２
月
16
日
㈰
７
時
、
立

花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
観
梅
会
コ
ー
ス

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
野
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
０
８
０
）

　

今
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
に

入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

運
動
能
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

◦
期
日
（
会
場
）
＝
【
第
１
回
】
２

月
16
日
㈰
（
八
女
市
総
合
体
育
館
）

【
第
２
回
】
２
月
23
日
㈰
（
黒
木
体

育
セ
ン
タ
ー
）

◦
日
程
＝
▽
受
付
13
時
～
▽
測
定

13
時
30
分
～
16
時
※
終
了
後
、
保

護
者
向
け
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◦
内
容
＝
25
ｍ
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
な
ど
７
種
目

◦
申
し
込
み
＝
１
月
15
日
㈬
～
２
月

７
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）
お

よ
び
各
支
所
総
務
課

　

目
の
不
自
由
な
皆
さ
ん
に
情
報

を
届
け
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

と
、「
広
報
や
め
」「
社
協
だ
よ
り
」

な
ど
を
音
声
に
し
て
届
け
て
い
ま

す
。
朗
読
会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈪
・
20
日
㈭
・

22
日
㈯
・
24
日
㈪
、
13
時
30
分
～

15
時

◦
場
所
＝
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
が
や
き

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
き
の
と
う
木
下

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
８
３
６
・
３

６
０
５
）

　
「
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め

に
、
何
が
で
き
る
の
か
」。
終
活
（
人

生
の
終
末
期
を
迎
え
る
前
準
備
）

を
通
し
て
、
家
族
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
２
月
９
日
㈰
10
時
～
11

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
勉
強
会

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

市
民
公
開
講
座
「
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
の
前
準
備
」

市
役
所
本
庁
舎
内
「
た
ば
こ

自
動
販
売
機
」
設
置
業
者

新
入
学
児
・
運
動
能
力
測
定

ふ
き
の
と
う
音
訳
講
座

事
業
主
人
権
・
同
和
問
題
講

演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

が
ん
征
圧
婦
人
の
つ
ど
い

教
室
・
講
座

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝市長公室企画政
策係（☎２４・８０１３）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前
にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

◦日時＝２月８日㈯開場13時～
開演13時30分、上映14時
◦場所＝おりなす八女ハーモ
ニーホール
※上映の前にオープニングセレ
モニーがあります。
◦入場＝無料（当日先着順）
◦託児あり※託児を利用する人
は1月24日㈮までに要予約
◦問い合わせ＝男女共同参画・
生涯学習課（☎23・1314）

男

女共同参画上映会

『ツレがうつになりまして。』

入場
無料
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員
が
う
か
が
っ
た
際
に
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

調
査
票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統

計
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
に

使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

　

宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
工

事
は
、
本
申
請
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
指
定
工
事
店

に
は
、
市
へ
登
録
す
る
責
任
技
術

者
が
専
属
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
１
月
14
日
㈫
～
１

月
31
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
除
く

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
責
任
技
術
者
資
格
＝
①
平
成
21

年
度
以
降
責
任
技
術
者
試
験
合
格

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
１
月

22
日
㈬
か
ら
電
話
で
受
付
）。

▽
久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

《
２
月
３
日
～
２
月
14
日
間
の
月

～
金
※
祝
日
除
く
》
10
時
～
11
時

30
分
、
13
時
～
16
時
※
２
月
４
日

㈫
・
６
日
㈭
・
13
日
㈭
は
夜
間
相

談
（
17
時
30
分
～
19
時
）
も
実
施

▽
八
女
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
八
女

市
社
会
福
祉
会
館
）
２
月
４
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

　
不
動
産
に
関
す
る
相
談
・
相
続
・

税
金
等
に
つ
い
て
弁
護
士・税
理
士・

不
動
産
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
事

10
㈪
・
11
㈫
・
13
㈭
・
14
㈮
・
17
㈪
・

18
日
㈫
（
全
17
回
）
18
時
30
分
～

20
時
30
分

◦
申
込
締
切
＝
２
月
７
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
４
２・３
２・１
１
４
０
）

　
受
験
料
・
受
講
料
は
無
料
。
教

科
書
代
等
の
経
費
が
必
要
で
す
。

◦
訓
練
期
間
＝
１
年
間
（
４
月
10

日
～
３
月
17
日
）

◦
募
集
科
目
（
人
員
）
応
募
資
格
＝

【
普
通
課
程
】
▽
電
気
設
備
科
（
24

人
）
▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
９
人
）

高
卒
以
上
30
歳
以
下
（
新
卒
者
含
）

【
短
期
課
程
】
▽
溶
接
技
術
科
（
20

人
、
う
ち
５
人
は
企
業
実
習
付
コ
ー

ス
）
▽
機
械
技
術
科
（
20
人
）
一

般
求
職
者
（
新
卒
者
も
含
む
）
※

企
業
実
習
付
コ
ー
ス
は
40
歳
未
満

◦
募
集
期
間
＝
３
月
4
日
㈫
ま
で

◦
入
校
選
考
日
＝
３
月
７
日
㈮

◦
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
（
国
語
・

数
学
）、
面
接

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
（
☎
２
３・６
１
８
８
）

　
受
験
料
・
受
講
料
は
無
料
。
教

科
書
代
等
の
経
費
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

前
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
２
月
７
日
㈮
10
時
～
16

時
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

◦
会
場
＝
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
サ

ンコ
ア
２
階
第
５
講
習
室
（
筑
後
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
７
１
７
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
寡
婦
を
対
象
と
し
た

就
業
支
援
講
習
会
。
受
講
料
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
２
１
０
０
円
は
別
途

必
要
）。
定
員
15
人
。
希
望
者
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
託
児

有
※
事
前
予
約
。

◦
日
時
＝
【
２
月
】
17
㈪・18
日
㈫・

20
㈭
・
21
㈮
・
24
㈪
・
25
㈫
・
27

㈭【
３
月
】３
㈪・４
㈫
６
㈭・７
㈮・

◦
募
集
科
＝
①
自
動
車
整
備
科
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

②
建
築
科

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

◦
訓
練
期
間
（
26
年
４
月
か
ら
）

＝
①
２
年
間
②
１
年
間
③
６
か
月

◦
募
集
締
切
＝
①
②
２
月
21
日
㈮

③
２
月
14
日
㈮

◦
選
考
日
＝
①
③
３
月
６
日
㈭

②
３
月
７
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
我
が
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重

要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や

都
道
府
県
の
雇
用･

失
業
対
策
の

た
め
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に

選
定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
調
査

無
料
法
律
相
談

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
新
規
登
録
申
請
・
指

定
工
事
店
の
新
規
指
定
申
請

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

パ
ソ
コ
ン
３
級（
エ
ク
セ
ル
）講
座

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木・土・日曜
   10 時～ 17 時
★工作「風船を使って動物貯金箱を作ろう」
◦日時＝ 1 月 18 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★お菓子「ふんわりフレンチトーストを作ろう」
◦日時＝ 1 月 25 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★外出「道の駅 みやまへ行こう」
◦日時＝ 2 月 1 日㈯ 13 時 30 分ふら
　っち広場出発◦参加費＝ 50 円

★お菓子「とろけるトリュフを作ろう」
◦日時＝ 2 月 8 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★イベント「美♡ＵＰ」
◦日時＝ 2 月 15 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
■会場はいずれもふらっち広場です。
日曜日も近くへ外出することがあります。

ほ
ほ

え
み地域活動支援センター

就
業
支
援

　市内の違う学校の仲間と一緒に感動を味
わってみませんか。早春の八女の自然の中
を歩きながら自分の限界に挑戦しましょう。
◦期日＝３月25日㈫～ 26日㈬※１泊２日
◦募集対象・定員＝市内に居住または通学
する小学４年生～中学３年生 60 人（定員
を超えた場合は抽選）
◦参加費＝1,500円（保険料含む、当日徴収）
◦歩行コース＝≪１日目≫黒木総合支所～
グリーンピア八女～花宗溜池～ふれあいの
家南筑後 ( 泊 ) ≪２日目≫ふれあいの家南
筑後～ふるさとわらべ館～春の山公園～黒
木総合支所
◦申込期間＝2 月3日㈪～２月17日㈪
◦申し込み＝男女共同参画・生涯学習課ま
たは、総合支所・各支所 総務課
◦問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習課
　　（☎ 23・1318）※詳しくは小中学校を
　　通じて配付しますチラシをご覧ください

第14回  21世紀・青少年
チャレンジウォーク募集
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者
②
県
内
他
市
町
村
に
お
い
て
登

録
し
て
い
る
人
③
平
成
21
年
度
以

降
に
更
新
講
習
を
受
け
た
人

◦
手
数
料
＝
責
任
技
術
者
登
録
２

千
円
、
指
定
工
事
店
指
定
５
千
円

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下

水
道
局
（
☎ 

２
３
・
１
１
４
８
）

　

道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、

通
常
５
年
後
の
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
占
用
期
間
が
満
了

に
な
る
前
に
更
新
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◦
更
新
手
続
き
の
流
れ
＝
期
間
満

了
に
な
る
２
か
月
前
に
『
占
用
継

続
許
可
申
請
書
』
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
さ
れ
た
申
請
用
紙
に
署
名
・

押
印
の
上
、
本
庁
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
の
建
設
課
担
当
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
初
旬
に

許
可
書
お
よ
び
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
４
月
末
ま
で
に
占
用

　

市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護

助
教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、

学
校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を

登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校

お
よ
び
中
学
校
国
語
・
理
科
・
英

語
・
音
楽
・
美
術
・
技
術
・
家
庭

の
講
師
希
望
者
が
少
な
い
状
況
で

す
。
該
当
免
許
状
を
お
持
ち
の
人

は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
勤
務
地
＝
南
筑
後
教
育
事
務
所

管
内
公
立
小
・
中
学
校
（
大
牟
田

市
立
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

◦
資
格
＝
次
の
免
許
状
・
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
取
得
見
込
み
も
可
。

【
講
師
】
登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
【
養
護

助
教
諭
】
養
護
教
諭
免
許
状
【
学

校
栄
養
士
代
理
職
員
】栄
養
士【
学

校
事
務
代
理
職
員
】
免
許
状
不
要

※
志
願
書
は
県
教
育
委
員
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育
事
務

所
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可

書
は
建
築
確
認
や
土
地
売
買
の
際

に
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
５
年
後
の
更
新
ま
で
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他
の
手
続
き
＝
占
用
者
の
名

義
や
住
所
等
が
変
更
に
な
る
場
合

や
、
占
用
物
件
を
撤
去
す
る
場
合

に
は
別
途
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
占
用
物
件
の
移
設
、
形
状
の

変
更
等
が
発
生
す
る
場
合
は
、
道

路
占
用
許
可
申
請
書
に
変
更
内
容

を
記
載
の
上
、
管
轄
の
本
庁
・
各
支

所
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）
▽

黒
木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）
▽
上
陽
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２

１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１

１
４
）

道
路
・
水
路
の
占
用
期
間

満
了
に
伴
う
更
新
手
続
き　市民のスポーツ活動に小中学

校の体育館や運動場を開放して
います。定期的に利用したい人は
必ず利用団体登録を行ってくださ
い。
◦登録方法＝２月末までに登録申
請書を八女市総合体育館および
各支所総務課に提出してくださ
い。※申請書は総合体育館・各
支所総務課に準備しています。

　平成 26 年度の大会開催（市
全体を対象にした規模の大きい
大会等）のための体育施設利用
希望調査を行います。利用希望日
が重複した場合は、各団体間で
協議していただきます。各支所の
体育施設については各支所総務
課へお問い合わせください。
◦申し込み＝ 2 月1日㈯～ 2 月
28日㈮

☀
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て
い
な

い
人
へ

　

八
女
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
に
は
、

世
帯
ご
と
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
付

し
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

本
庁
地
域
支
援
課
、
各
支
所
総
務

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☀
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
聞
き
で
す
か
？ 

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
防
災
情
報
・
行

政
情
報
・
生
活
情
報
等
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
を
い
ち
早

く
伝
え
る
た
め
に
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て

い
な
く
て
も
、
自
動
で
電
源
が
入
る

自
動
起
動
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
避
難
情
報
や
大
規

模
災
害
発
生
情
報
な
ど
の
重
要
な

情
報
に
つ
い
て
は
緊
急
放
送
と
し
て

大
音
量
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

必
ず
設
置
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
電
波
の
状
態
が
悪
い
と

自
動
起
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
電
波
状
態
の
確
認
の
た
め
ラ

ジ
オ
を
「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
に
選
局
し
て

電
波
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
へ
ラ
ジ
オ

を
再
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

☀
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　

市
民
生
活
に
大
切
な
情
報
を
毎

日
３
回
（
朝
７
時
、
昼
12
時
15
分
、

夜
20
時
）
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
終
わ
れ
ば
ラ

ジ
オ
は
自
動
停
止
し
ま
す
が
、
ま
れ

に
自
動
停
止
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
最
長
30
分
流

れ
た
後
に
自
動
的
に
停
止
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
の
電
源
の
入
り
切
り
の
操
作

を
す
れ
ば
、
手
動
で
停
止
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

☀
防
災
ラ
ジ
オ
の
有
償
配
付
を

行
っ
て
い
ま
す

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
勤
務

さ
れ
て
い
る
人
に
本
庁
地
域
支
援

課
、
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
１
台
４
３

０
０
円
で
す
。

☀
転
出
・
転
居
さ
れ
る
人
へ

　

八
女
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
人
は
防

災
ラ
ジ
オ
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
転
出
の
手
続
き
を

さ
れ
る
際
に
、
本
庁
地
域
支
援
課
、

ま
た
は
各
支
所
総
務
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
女
市
内
の
旧

市
町
村
間
で
転
居
を
さ
れ
る
場
合

（
例
・
旧
八
女
市
→
旧
立
花
町
、
旧

星
野
村
→
旧
上
陽
町
な
ど
）
は
防
災

ラ
ジ
オ
の
設
定
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
転
居
先
の
本
庁
ま

た
は
支
所
へ
防
災
ラ
ジ
オ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
新
住
所
に
対
応
し
た
設

定
に
変
更
し
ま
す
。

防 オ災
ラ

ジ

地域支援課からのお知らせ
（☎ 23・1224）

ＦＭ ＹＡＭＥ 
80.1MHz　
ＦＭ八女制作番組
「がまだすワイド801」 
毎週月曜～金曜 13：00
～15：00 生放送！
※20:30～22:10
まで毎日再放送し
ています。

小中学校体育施設の
利用団体登録について

スポーツ振興課（総合
体育館）からのお知らせ
問い合わせ
☎２４・１２３０

平成２６年体育施設利用（大
会開催）希望調査について

市
町
村
立
学
校
の
講
師
等
登
録
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おりなす八女ＨＰ  http://www.orinasu-yamecity.jp/　

■はじめのいっぽ～広場デビューの日～
◦2/5 ㈬10：30 ～17：00（毎月第1水曜日）
広場ってどんなところ？ちょっとのぞいてみませんか。
■楽しく食育「肉まん作りに挑戦！」
◦ 2/7 ㈮10：30 ～／参加費 200円／要申込
■いっしょにあそぼ！「キャンドルを作ろう！」
◦2/8 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ
◦ 2/12 ㈬ 10：30 ～／講師＝田中もとこ
さん／要申込 25 組
■高田先生とおしゃべり会
◦ 2/14 ㈮ 10：30 ～／講師＝子育てアド
バイザー高田悦也さん／※託児有・要申込
■にこにこバースデー♪◦2/18 ㈫10：30 ～
■ママのリフレッシュたいむ◦ 2/26 ㈬
10：30 ～／※託児有／ 18 人（要申込）

■エンジェルルーム 「豆まき」
◦2/5 ㈬ 10：30 ～／要申込／材料費 300 円
■プレママ＆ベビーサロン 「うさぎの手
袋人形作り」◦ 2/10 ㈪ 10：30 ～／要申

込・託児有／材料費 200 円
■みんなであそぼう「オリジナル・マグ
ネット作り」◦ 2/16 ㈰ 10:30 ～／材料費
2 個 100 円／要申込
■つこ先生とゆるやかにヨガタイム
◦ 2/18 ㈫ 10：30 ～／要申込 12 人・託
児有（2/1 受付開始）
■ハッピーバースデー♪◦ 2/25 ㈫ 10：
30 ～／「エプロンケーキ」／要申込

■豆まき会◦ 2/3 ㈪ 10:30 ～
※限定子ども 25 人（要予約）
■おはなし会◦ 2/4 ㈫ 10:30 ～
■たまひよクラブ◦ 2/5 ㈬ 10:00 ～
離乳食教室 / かがやき /20 組（要予約）/
託児（2日前までに要予約）/ 材料費 200 円
■リズムにのって◦ 2/10 ㈪ 10:30 ～
■元気にあそぼう◦ 2/12 ㈬ 10:30 ～
■パパママ遊ぼう◦ 2/15 ㈯ 10:30 ～
※限定子ども10 人（要予約）
■パネル～にゃ◦ 2/17 ㈪ 10:30 ～
■育児講座「親子防火教室」◦ 2/18 ㈫
10：30 ～／きらきら／託児なし／要予約
■ハッピーバースデー！

◦ 2/19 ㈬ 10：30 ～誕生者のみ要申込
■英語で遊ぼう◦2/25 ㈫10：30 ～
■なかよしクラブ◦ 2/28 ㈮ 10:30 ～
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽岡山保育園 2/10 ㈪、2/24 ㈪
▽白木コミュニティセンター 2/6 ㈭
▽上陽公民館 2/14 ㈮
▽黒木公民館 2/13 ㈭
▽児童センター 2/21㈮※11：00～13：00
▽西公民館 2/26 ㈬
▽かがやき 2/20 ㈭
▽東公民館 2/7 ㈮
▽矢部基幹集落センター 2/27 ㈭　

■だっこＤＥぎゅ～♥
◦ 2/1 ㈯ 10:30 ～ 12:00 ／要申込
■みんないっしょにあ・そ・ぼ！
◦2/6㈭10：30～11：00／要申込／託児有
■高田先生のおしゃべりカフェ
◦ 2/20 ㈭ 10:30 ～ 12：00 ／託児あり／
2 日前までに要申込
■キラリ☆バースデー◦ 2/25 ㈫ 10:30
～ 11：00 ※誕生月参加者要申込

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

トゥインクル (星野そよかぜ内）
※毎週火・木・土　10時～16時開所
問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板２月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

2月2日（日）
いしもと小児科 岩崎 22・7111

後藤内科医院 上陽町 54・2221

おおくま歯科医院 立花町 22・3550

2月9日（日）
戸次循環器科・内科馬場 22・3100

矢部診療所 矢部村 47・2700

松山歯科医院 納楚 24・1234

冨田眼科医院 本村 23・3455

2月11日（祝）
富田クリニック 蒲原 24・4810

辺春診療所 立花町 36・0010

柳迫歯科医院 平田 24・5554

2月16日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853

林　医院 立花町 23・5557

まちの歯科医院 筑後市 0942・42・1515

2月23日（日）
井上クリニック 新町 30・2020

久良木医院 上陽町 54・2009

大淵歯科医院 本村 23・4823

２月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので電話で確認してください。✚

▼救急指定病院

公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）
月・水・金／公立八女総合病院（23・4131）

火・木／筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【２月】2㈰ ・11㈷・16㈰　
　公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】9㈰・23㈰
　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

【木屋診療所廃止のお知らせ】　
八女市国民健康保険直営「木屋診療所」は、平成 26 年 3 月31日をもって廃止します。

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
症
状
に
お
悩
み

の
お
子
様
に
と
っ
て
、
見
え
に
く
さ
を

改
善
し
目
や
身
体
へ
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
は
、
効
率
よ
く
学
習
を
行
う
た
め
に
と
て

も
大
切
で
す
。
見
え
方
に
配
慮
さ
れ
た
保
育
・

授
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
２
月
３
日
㈪
～
２
月
14
日
㈮
間
で

希
望
の
日
時
を
調
整
。
※
祝
日
は
除
く
。

◦
場
所
＝
県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校
（
視
覚

障
害
教
育
部
門
）

◦
対
象
＝
見
え
に
く
さ
で
お
悩
み
の
幼
児
・

小
学
校
児
童
・
中
学
校
生
徒

◦
内
容
＝
保
育
・
授
業
体
験
（
幼
児
・
児
童
・

生
徒
対
象
）、
学
校
説
明
会
（
保
護
者
対
象
）

◦
持
参
品
＝
日
時
が
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ

◦
受
付
＝
随
時
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
て
希
望

日
の
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
／

N
０
９
４
４
・
７
３
・
６
２
９
１
）

視覚障害教育部門幼稚部・
小学部・中学部の保育・

授業体験会



広報やめ　2014.1.1511

申し込み・問い合わせ
おりなす八女（☎22・5332）

1 月 ・2 月  ステージイベント情報 おりなす八女ＨＰ  http://www.orinasu-yamecity.jp/　
期日 催　事　名 ホール 開　演 入場料 問い合わせ 電話番号

1/19㈰ 桂春蝶 独演会 ハーモニー 14:00 （全席指定）2,500円 おりなす八女文化事業振興会 22・5332

1/19㈰～ 26㈰ 田崎廣助展覧会 
－東洋の心－ ふるさと展 はちひめ  9:00～17:00  無料 八女市教育委員会文化課 23・1982

1/26㈰ 輝翔館中等教育学校吹奏楽部
第8回定期演奏会 ハーモニー 14:30  無料 輝翔館中等教育学校吹奏楽部

（二宮） 42・1917

2/1㈯・2㈰ 池坊八女支部花展 はちひめ 10:00～17:00  無料 池坊八女支部（野中） 090・4999・0758

2/2㈰ 西日本短期大学附属高等学校
吹奏楽部第1回定期演奏会 ハーモニー 13:30  無料 西日本短期大学附属高等学校

吹奏楽部（中邑） 23・5662

2/8㈯ 男女共同参画上映会
「ツレがうつになりまして。」 ハーモニー 13:30  無料 男女共同参画・生涯学習課 23・1314

2/15㈯ 共に考える地域と発達しょうがい はちひめ 13:00 500円（資料代として）ランドマーク（田原） 090・5735・7262

おりなす八女   イベント情報♪

楽しく学べる  おりなす八女講座

受 講 生 募 集
・募集期間 1/15㈬～ 2/8㈯
電話での申込み受付（9時～ 19時）  
※月曜休館日を除く　
※応募者多数の場合は抽選になります
・受講料、託児無料
  （託児の詳細は申込時にお尋ねください）   

2 / 26 ㈬ 
 13時30分～16時

なるほど！公的年金と家計の関係
～子育て世代に役立つコツとヒント～

馬場 典子
久留米年金事務所職員

ファイナンシャルプランナー（CFP） 16人

劇団かかし座 影絵劇 「宝島」

（全会場共通券）

ノクターン・美女と野獣　他

（前売）一般2,500円、中高生1,000円、小学生500円
（当日券）小学生300円増、以外500円増

柿添安芸子
♪ヴォーカル

＆ピアノ

原 祐子
♪ヴォーカルCarino Voce　

開演 18:30

開演15:00
開演 13:30

2/11(火・祝)

1/24( 金)
1/26(日)

主催：『動けば雷電の如く』八女公演実行委員会
お問合せ：劇団はぐるま座   ☎ 083・254・0516

おりなす八女 ハーモニーホール

  ハーモニーホール
八女市農業活性化センター

～珠玉のバラード特集～

（全席自由）大人1,500円 / こども500円  ★ペア券1,700円

※3歳以下ひざ上無料・無料託児あり（１週間前まで要予約）

チケット発売中

チケット
発売中！

知恵と勇気、迫りくる試練…さあ行こう！冒険の海へ！
心躍る迫力のシャドゥ・アドベンチャーへ！！

Carino Voce　

ヴォーカルデュオ カリノヴォ―チェ

開演19:00　2/25( 火) ハーモニーホール

ヤンネ・メルタネン   
ピアノリサイタル 

ワルシャワでグランプリに輝いた
北欧のショパン弾き♪

（全席自由）一般1,500円 / 学生 500円

日本年金機構から “ 公的年金の基本 ” を、ファイナン
シャルプランナー（CFP）から、“ 年金と家計の関係 ”“ 子
育て世代に役立つコツとヒント ” のお話を聞きます。
消費税増税前に家計の基本を学びましょう。

♪

お問合せ：柿添まで☎ 090・3883・1912
（前売）1,000円（当日券）1,300円

開演 15:002 /16 (日) はちひめホール

講 師
日時

定 員



九
州
各
地
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
実
践
者
が
一
堂
に
集
う
九
州
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
２
０
１
３
in
福
岡
が
、
12
月
４

日
㈬
・
５
日
㈭
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
日
は
県
内
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
先
進
地
域
で
あ
る
宗
像
、
朝
倉
、

京
築
、
筑
後
の
各
エ
リ
ア
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
や
交
流
会
が
行
わ
れ
、

約
１
６
０
人
が
筑
後
な
ら
で
は
の

し
ず
く
茶
体
験
や
藍
染
め
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

筑
後
エ
リ
ア
の
会
場
と
な
っ
た
お

り
な
す
八
女
で
は
、
人
吉
市
の
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
ま
わ
り
亭
の
本
田

節
さ
ん
、
星
野
村
の
後
藤
富
美
子

さ
ん
、
久
留
米
市
田
主
丸
町
の
高

山
美
佳
さ
ん
の
３
人
が
「
食
と
お

も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
ま
し

た
。「
お
も
て
な
し
の
心
を
若
い
次

の
世
代
に
伝
え
て
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
」、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
出
会

い
。
心
と
心
、
人
と
人
が
つ
な
が
る

よ
う
に
九
州
一
円
が
つ
な
が
り
、
地

域
が
活
性
化
で
き
た
ら
い
い
」
な
ど

の
意
見
に
参
加
者
は
う
な
づ
き
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

黒
木
町
笠
原
の
橋
村
良
明
さ
ん

が
品
種
登
録
し
た
オ
ン
シ
ジ
ウ
ム

「
ホ
ワ
イ
ト
カ
サ
ハ
ラ
」
を
三
田
村

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

橋
村
さ
ん
が
育
て
て
い
た
オ
ン
シ

ジ
ウ
ム
か
ら
花
色
が
白
い
も
の
を

見
つ
け
育
成
し
て
き
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
近
隣
の
生
産
者
と
と
も

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
品
種
と
し
て
生

産
販
売
さ
れ
ま
す
。

第
27
回
福
岡
県
南
部
小
学
生
駅
伝
八
女
市
く

ろ
ぎ
大
会
が
12
月
１
日
㈰
、
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
八
女
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
か
ら
駅
伝
区
間
を
７
区
か
ら
５
区
に

変
更
し
た
こ
と
で
参
加
チ
ー
ム
も
増
え
、
県
内
外

か
ら
駅
伝
53
チ
ー
ム
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
１
９
４
人

が
参
加
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
師
走
の

空
の
も
と
懸
命
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
入
賞

者
は
市
内
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）。

▼
駅
伝
男
子　
１
位 

安
武
走
友
ク
ラ
ブ
Ａ　

２

位 

立
石
ラン
ナ
ー
ズ
Ａ　

３
位 

う
き
は
市
陸
上

ク
ラ
ブ
Ａ　

▼
駅
伝
女
子　
１
位 

芦
屋
ジョ
ギン

グ
ク
ラ
ブ
Ａ　

２
位 

本
城
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ　

３
位 

立
石
ラン
ナ
ー
ズ
女
子　

▼
マ
ラソン
女
子
高
学
年

３
位 

内
藤
優
香（
黒
木
小
）　

４
位 

坂
本
遥
香

（
同
）▼
マ
ラソン
女
子
中
学
年　
２
位 

緒
方
陽

菜（
木
屋
小
）　

６
位 

高
田
桜
妃（
黒
木
小
）

元気よく飛び出していく選手たち

おもてなしなどについてこたつで本音で語りました

橋村さんから三田村市長に手渡され
たオリジナル品種「ホワイトカサハラ」

赤
穂
隊
四
十
七
士
の
一
人
寺

坂
吉
右
衛
門
の
墓
が
あ
る
一
念
寺

（
豊
福
）
で
12
月
14
日
㈯
義
士
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
元

禄
15
年
（
１
７
０
２
）
赤
穂
浪

士
の
討
入
り
が
行
わ
れ
た
日
で
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
当
時
を
偲

び
吉
右
衛
門
の
墓
に
手
を
合
わ

せ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
寺
か
ら
お

粥
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
冷
え
切
っ
た

身
体
を
温
め
ま
し
た
。

家
族
で
参
加
し
た
女
性
は
「
以

前
か
ら
義
士
祭
に
関
心
が
あ
り
、

今
日
始
め
て
お
参
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
八
女
に
も
こ
の
よ

う
な
地
が
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と

多
く
の
人
が
知
っ
て
い
た
だ
く
と

い
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
念
寺
で
義
士
祭

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
サ
ハ
ラ
」

筑
後
を
体
験
し
、
お
も
て
な
し
を
考
え
る

師
走
の
空
を
駆
け
抜
け
る

寺坂吉右衛門の墓に手を合わせる人たち

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ア

ビ
ス
パ
福
岡
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
12

月
14
日
㈯
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

八
女
で
行
わ
れ
、
市
内
の
少
年
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
５
・
６

年
生
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
ア
ビ
ス
パ
福
岡
ス
ク
ー

ル
推
進
部
コ
ー
チ
の
佐
伯
道
郎
さ

ん
、
森
友
優
さ
ん
、
高
良
周
作
さ

ん
の
３
人
。
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
的

な
動
き
で
あ
る
タ
ー
ン
の
練
習
、

少
人
数
で
の
攻
撃
と
守
備
練
習
、

最
後
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
み
、
コ
ー
チ
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「
今
日
教
わ
っ
た
こ
と
を
今
後
に
生

か
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

サッカーの基本を学びました

ア
ビ
ス
パ
福
岡
コ
ー

チ
陣
か
ら
学
ぶ

ま
ち
の
わ
だ
い

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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